
その他の事業のその他における作業床、歩み板を起因物とする死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労働

者規

模

1
9～

10

発掘現場にて、箕（み）を持っての移動中、発掘した孔につまずき転倒し、持っ

ていた箕が左胸に当たり、肋骨を骨折した。
68 1～9

1
11～

12

休憩中にリフレッシュルームでコーヒーを飲んだ後、カップを洗いに流し台へ行

こうと4～5歩歩いたところ、右足が前方に滑って倒れ、左膝を床にぶつけてし

まった。 そのときグキッと音がし、左膝に違和感を感じたため救急搬送された。

68

100

～

299

2 15~16

勤務地である団地内、10号棟に設置しているゴミステーション横で清掃中に、ゴ

ミステーションの扉の金具に足を引っ掛けて躓いてしまい、そのまま中に転倒し

てしまう。

63
50～

99

2 10~11

常駐設備員と検針応援の設備員2名で1階自動販売機のメーター検針の際、外部工

事の囲いがありメーターが読めず常駐設備員が自動販売機の裏に廻り検針を実施

した。 戻ってくる際に自動販売機に登りそこからそのまま飛び降りた為着地に失

敗し足を滑らせ尻餅をついた。

57 ―

2 18~19
施設のプールでプールガード中、巡回している際、濡れた床に滑り転倒し、左踵

を骨折した。
32

30～

49

3 15~16

体育館にて児童とバドミントンをしていたところ、隣にいた別の児童とぶつかり

そうになったため避けようとした際にバランスを崩し、床に右手をついた。 右手

薬指が腫れてきたため、湿布を貼り安静にしていたが、腫れがひどくなってき

た。

67
10～

29

3 7~8

荷卸ろし場で、荷降ろし材の木口に色を入れる作業中、幅1m弱しかない隣のおろ

し場で丸太を卸しているトラックがいたが作業を続け、振り返った際に丸太が当

たりそうになり、腕で頭を庇いながら後ろに下がったとき、足がもたつき転倒
45

10～

29



し、地面に尾てい骨を打撲した。

4
13～

14

自席に座って業務中、業務について確認をするため責任者席に向かったとき、右

足首を捻り転倒した。
30

100

～

299

4
12～

13

工場内にて作業用仮設照明用器具資材の運搬移動中、バランスを崩しスロープか

ら転落し、右足を骨折した。
64

30～

49

4
16～

17

害虫駆除施工宅の物置を薬剤処理するため、ブロック塀に上り作業していたとこ

ろ、塀から下りる際に足を受傷した。
34

10～

29

4
23～

24

エアコンのフィルターをはずそうと背のびをして作業をした際、バランスをくず

し転倒し、左足をねじった。
59

300

～

499

5
15～

16

プールオープン前のプール清掃中、床が苔でぬめっていて足を滑らせ転倒し、右

手をついて骨折した。
76 1～9

6
11～

12

湿原の中の遊歩道として敷設している木道の入れ替え作業中に、木道として使用

している枕木（長さ200㎝、重さ約50㎏）の移動を繰り返し行っていた際に、背

中に痛みがでた。

43 1～9

6 2～3

ガソリンスタンド敷地内の巡回後、サービスルームに戻る際、サービスルーム前

の段差で転倒し、右足を捻り、臀部を打撲した。 現場は雨で滑りやすくなってい

た。

25 1～9

7 9~10

保育施設の調理場で、茹でた食材が入っている鍋を持って移動したところ、床が

油や水で濡れており転倒をした。 これにより、左腕全体、ひざ、背部・胸部の一

部に熱傷を負った。

29
30～

49

7 15~16

当社の出勤日に社内行事の目的としたソフトバレーボール大会を体育館にて開催

した。 試合中、相手チームからの低いボールを受け取ろうとして、横にジャンプ

し、着地時に失敗し、左足首を負傷した。

42

100

～

299

勤務先マンション団地、2号棟と自走式駐車場との間の通路の上にある落下物防

止用の金網ネットにあるゴミを除去しようと、同棟の2階廊下の手摺（1.3m）か



7 14~15
らネットの端板（幅10cm）に右足から降りたところ、右足が突っ張ったように感

じた。その時痛みはなかったが、帰宅後の夜から右臀部が痛み出し、翌朝立ち上

がると、失神した。検査結果を見てもらった後、かかりつけのクリニックで鎮痛

の注射を受け少し痛みは和らいだが以降続けて治療を受けることになった。

63 1～9

7
14～

15

建物正面側2Fで、環境整備として、窓ガラス外側の清掃を行っていたとき、30㎝

程の段差に上っての作業中、移動したときに足を滑らせ段差から落ちた。 その

際、少し右側に倒れるようになったため、右手から先に地面についていまい、右

手首を骨折した。

54
50～

99

7
10～

11

式場にて電飾名札の差し込み中、3段ある生花の一番上の長い脚へ差し込むと

き、後方へふらつき倒れた。 後方には幕が引かれており、幕で体は支えられた

が、そのままずるずると下に下がった。 その際、身体を支えるために左手が先に

床につき、骨折した。

61
30～

49

7
18～

19

営業所の材料置場において、棚上段の材料を脚立を使って取り、自身が降りる際

に足を踏み外して転倒し、左足首を捻挫した。
36

10～

29

7
14～

15

組合員宅にて、保冷庫からイチゴ苗の移動作業中に転倒し、腰をひねり動けなく

なり、腰捻挫と診断された。
30

10～

29

9
9～

10

ホテルの客室内に家具を搬入中、室内の段差につまずき転倒。 その際に持ってい

た家具を離してしまい、そのまま右足膝下に落下した。
50

50～

99

9
18～

19

被災者はお客様宅へ向かうため移動中、車内席移動をするため車を一時停止し、

車内三列目の席から2列目の席移動しようとしたところ、車内で足を滑らせ転

倒。 車のドアが開いていたため、そのまま車外の地面に頭を強打した。

71
10～

29

9
11～

12

上記日時頃当社ビル内に於いて、巡回作業を終え控室に戻り、汗を拭くため自分

のロッカーにタオルを取りに行こうとした際、横歩きで右方向に移動していたが

足がもつれてしまいそのまま右横に転倒。 転倒した際に右膝を地面に強打し負傷

したものである。

65
30～

49

9
18～

19

営業の外回りを行っていたところ、下を見ず前をまっすぐ見た状態で歩いていた

ため、暗闇で路面の段差に気付かず、バランスを崩した際に、足を捻ってしまい 38 1～9



負傷した。

9
22～

23

当社、車庫に於いて、クレーン車より降りる際、クレーンステップ使用し地上に

降りたところ、敷鉄板の段差で誤り足をひねり、右足を負傷する。
47

30～

49

10
17～

18

生産作業場で、花束等の作成業務に従事している際に、空になったバケツを片付

けようと持ち運んでいた際に、濡れた床面に足を滑らせ転倒した。 転倒の際に左

肘、右股関節、頚部を負傷した。

39
50～

99

10
11～

12

調査坑内に溜まった雨水の排水のため数人でバケツリレーを行っていたところ、

別の調査杭の縁にかかっていたブルーシート上で足を滑らせ、深さ30cmの杭内に

落ち、倒れた際に右腕を強く打ちつけた。

67
50～

99

10
14～

15

精算機前のホールにて、左前方の患者様に会計が遅れていることを伝えようと、

患者様に近づこうとした時、右前方を歩いていた人のキャリーバッグに全く気づ

かず、左前方の患者様を見ながら、数歩歩いた際、キャリーバッグ後方部分に、

右足先が乗り、思いきり前方に転倒。 右肩に激しい痛みが走り、右腕が上がらな

い状態となった。

52

100

～

299

10 7～8

製氷工場で氷の脱氷作業中、ベルトコンベアに流れて来た氷を貯蔵庫へ移動中氷

同士の溶着を防止するため荷鍵で隙間を作る作業中、氷から荷鍵が外れベルトコ

ンベア上の作業スペースから1m下の床面に落ちた。

27

100

～

299

11
13～

14

厨房内で移動中、床に滑り止め加工されていない一画（タイル貼り）で、床の上

の水で足を滑らせ左後方に転倒し、咄嗟に左手を床についた際に左手首を骨折し

た。

64
50～

99

11
21～

22

パントリーで、床の清掃中、モップの乾拭きを行っている際、足が残っていた床

の水で滑り、左側に転んでしまった、その際左肘が床に当たってしまった。 翌日

になって激痛と共に肘が曲がらなくなり通院した。

58

300

～

499

11
16～

17

当社ガレージ内を移動中、敷鉄材の段差で誤って躓き、足を捻った際に右足関節

を捻挫する。
66

30～

49

11
14～

15
納骨堂1階を清掃中、転倒した。 49 1～9



12 10~11

当日、本人は日常清掃を1番線で実施した後、モップと雑巾を洗濯するため洗浄

台に向かい、洗浄台上にモップと雑巾を置いた。 本人は梯子を使って洗浄台に上

り、左に向きを変えて、洗浄槽に向かおうとしたとき、右足を洗浄台から踏み外

し落下し、右腰付近と右手を受傷した。 （洗浄台の幅90㎝）

24

100

～

299

12 12~13

料金所事務所で監視業務中、ETC専用レーンで車両通行トラブル（カード期限切

れ）が発生し、処理のため現場へ直行し、当該通行車両から現金を預かり、隣接

のブースにて精算処理を行い、つり銭を渡すため車線に下りた時、路面とブース

（アイランド）の段差（15㎝）の目測を誤り、空足を踏み右足を捻って負傷し

た。

31
10～

29

12 15~16

自社倉庫で資材を運んでいるときに、床の隙間に左足がはまってしまい転倒し

た。 その日は大丈夫かと思ったが、腫れがひどいので、翌日病院に行ったとこ

ろ、左足中指付け根を骨折していた。

38
10～

29

12 13~14
ベランダの窓を掃除中、下の段に降りるときに、水で濡れているアクリル板の上

に降りて滑った。 その際、自分の体が足の踵の上に降り、骨折した。
71 1～9

12 11~12 客室にて、バスタブの清掃中に滑り、タイル張りの床に右膝を強打した。 64

1000

～

9999

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html
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